
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 

令和 2年度 第 41回全日本ジュニアウエイトリフティング選手権大会 

実施要項 Ver.1 2020.12.15 

 

１ 主  催 公益社団法人 日本ウエイトリフティング協会 

２ 主  管 山梨県ウエイトリフティング協会    

３ 後  援 公益財団法人 日本オリンピック委員会 

       山梨県 ・ 公益財団法人 山梨県スポーツ協会 

山梨市 ・ 山梨市教育委員会 ・ 山梨市スポーツ協会 

４ 期  日 令和 3年 2月 5日（金）～7日（日） 

５ 会  場 山梨市民総合体育館 

        所在地 山梨県山梨市上石森 701 

        連絡先 0553-22-5600 

        最寄駅 ＪＲ中央本線「山梨市駅」下車 車で約 5分 

        最寄 IC 中央自動車道「勝沼インターチェンジ」   約 15分 

               〃   「一宮御坂インターチェンジ」約 15分 

６ 階  級 ジュニアの部 

男子（55・61・67・73・81・89・96・102・109・+109）10階級 

        女子（45・49・55・59・64・71・76・81・87・+87）  10階級 

       中学生の部 

男子（49・55・61・67・73・81・89・96・102・+102） 10階級 

        女子（40・45・49・55・59・64・71・76・81・+81）  10階級 

７ 競技種目 規定 2種目（スナッチ・クリーン&ジャーク） 

８ 競技方法 令和 2年度（公社）日本ウエイトリフティング協会制定の競技規則による。 

       ※ただし､選手紹介は行わない。 

９ 大会日程(予定) 令和 3年 2月 4日(木) 17:00～審判監督会議 

期 日 階 級 選手数 検量開始時間 競技開始時間 

2月 5日(金) 

W45･49㎏級 12名 8:00 10:00 

M55･61㎏級 12名 10:00 12:00 

0 W55･59㎏級 12名 12:00 

00000 

14:00 

M67･73㎏級 12名 14:00 16:00 

2月 6日(土) 

M81･89㎏級 12名 8:00 10:00 

W64･71㎏級 12名 10:00 12:00 

M96･102㎏級 12名 12:00 14:00 

W76･81㎏級 12名 14:00 16:00 

2月 7日(日) 

中学女子 

中

学

男

子 

10名 8:00 10:00 

中学男子 

中学男子 

10名 9:30 11:30 

M109･+109㎏級 12名 11:00 13:00 

W87･+87㎏級 12名 12:00 14:00 

参加者数により、日程及び試技時間を変更する場合がある。 

10 参加資格 (1) 令和 2年度の登録選手であること。 

       (2)  ジュニアの部は、2001年 1月 1日から 2006年 12月 31日に生まれた者。 

          中学生の部は、学校教育法第 1条に定められた中学校に在籍する生徒及びそれに準ずる

学校に在籍する生徒であること。 

          申込みは、1部門のみでジュニアの部と中学生の部を兼ねることはできない。 

       (3) 2019･2020 年の競技会において、次に定める標準記録に達し、都道府県協会(学連含む)

会長の推薦のあるもの。ただし、都道府県単位の記録は、成績表を添付すること。  

         なお、開催地に登録籍がある選手については、標準記録に達していなくても出場を認め

る場合がある。 

 



 

【ジュニアの部】 

男子 
階級 (㎏級) 55 61 67 73 81 89 96 102 109 +109 

記録 (㎏) 200 220 240 250 260 265 270 270 270 270 

女子 
階級 (㎏級) 45 49 55 59 64 71 76 81 87 +87 

記録 (㎏) 115 125 140 145 150 155 160 160 

 

160 160 

【中学生の部】 

男子 
階級 (㎏級) 49 55

 

61

 

67

 

73

 

81

 

89

 

96

 

102

61 

61 67 73 81 89 96 102 +102 

記録 (㎏) 150 160 170 180 190 200 210 220 220 220 

女子 
階級 (㎏級) 40 45 49 55 59 64 71 76 81 +81 

記録 (㎏) 110 

 

115 125 135 140 145 150 150 150 150 

        (5) 上記標準記録に達している者の中から、ジュニアの部は、各階級上位 6名を選抜し参加

を認める。ただし、同位の場合はこの限りではない。 

          中学生の部は、各階級上位 3 名程度、男女各 10 名程度とする。選考については参加資

格審査会で決定する。 

11 参加申込 (1) 所定の申込用紙を、下記 2カ所に 1部ずつ送付すること。申込責任者は、都道府県会長・

学連会長とする。（会長印捺印） 

① 〒160-0013  東京都新宿区霞ケ丘町 4-2 Japan Sport Olympic Square 

(公社)日本ウエイトリフティング協会事務局 

        TEL 03-6434-0681  FAX 03-6434-0682 

Mail  weightlifting@japan-sports.or.jp  

② 〒404-0047  山梨県甲州市塩山三日市場 440-1 山梨県立塩山高等学校内 

      全日本ジュニア選手権大会事務局 木曽川 章 宛 

      TEL 090-4735-7258  FAX 0553-33-7584 

     Mail  kisoga11@yahoo.co.jp  携帯  090-4735-7258 

       (2)  郵送の他に、日本協会のホームページより申込書をダウンロードし、上記 2カ所にエク

セル形式の申込書をメールで送信すること。(捺印は不要) 

       (3) 参加申込締切日  令和 3年 1月 7日(木) 17時必着 

12 出場承認 (1) 参加資格審査会において出場承認する。 

       (2) 参加資格審査結果について、令和 3年 1月 13日(水)までに申込責任者あてに連絡する。 

13 参 加 料 (1) 金  額  1人  5,000円 

       (2) 納入方法  参加資格審査結果に記載する口座あてに振り込みすること。 

                （参加申込時の振り込みは不要） 

       (3) 納入期限  令和 3年 1月 21日（木） 

14 表  彰 (1) ジュニアの部最優秀選手(男女)にジュニアオリンピックカップを授与する。 

       (2) ジュニアの部の各階級のトータル第 1位から第 6位まで、中学生の部の第 1位から第 3

位までに賞状を、両部門の第 1位から第 3位までにメダルを授与する。 

       (3) 両部の各階級の種目別、第 1位から第 3位までに賞状を授与する。 

15 ドーピング検査 

（1） 本競技会は、日本アンチ・ドーピング規程に基づくドーピング・コントロール対象大会

です。 

（2） 本競技会参加者（18歳未満の競技者を含む。以下同じ）は、競技会にエントリーした時

点で日本アンチ・ドーピング 規程にしたがい、ドーピング・コントロール手続の対象

となることに同意したものとみなします。18歳未満の競技者については、本競技会への

参加により親権者の同意を得たものとみなします。 

（3） 本競技会に参加する 18歳未満の競技者は、親権者の署名した同意書を大会に持参し携

帯して下さい。親権者の同意書フォームは、日本アンチ・ドーピング機構（JADA）のウ

ェブサイト ( https://www.playtruejapan.org/jada/u18.html )からダウンロードでき

ます。18歳未満の競技者はドーピング 検査の対象となった際に、親権者の署名が記載

された当該同意書を担当検査員に提出して下さい。なお、親権者の同 意書の提出は 18 



歳未満時に 1 回のみで、当該同意書の提出後に再びドーピング検査の対象となった場

合は、すでに 提出済みであることをドーピング検査時に申し出て下さい。ドーピング

検査会場において親権者の同意書の提出ができない場合、検査後 7日以内に JADA 事務

局へ郵送にて提出して下さい。親権者の同意書の提出がなかった場合でも、ドーピン

グ・コントロール手続に一切影響がないものとします。  

（4） 本競技会参加者は、本競技会において行われるドーピング検査（尿・血液等検体の種類

を問わず）を拒否又は回避した場合、検査員の指示に従わない場合、帰路の移動等個人

的諸事情によりドーピング検査手続を完了することができなかった場合等は、アンチ・

ドーピング規則違反となる可能性があります。アンチ・ドーピング規則違反と判断され

た場合には、日本アンチ・ドーピング規程に基づき制裁等を受けることになるので留意

して下さい。 

（5） 競技会・競技会外検査問わず、血液検査の対象となった競技者は、採血のため、競技/

運動終了後 2 時間の安静が必要となるので留意して下さい。 

（6） 日本アンチ・ドーピング規程の詳細内容およびドーピング検査については、公益財団法

人日本アンチ･ドーピング機構のウェブサイト（http://www.playtruejapan.org）にて

確認して下さい。 

            

16  その他 

（1） 本大会は、新型コロナウイルス感染症対策として、特別ルールにより開催する。別記「参

加上の注意事項」を遵守し、大会の趣旨を理解した上で参加すること。また、主催者か

ら発出される新型コロナウイルス感染症対策の最新の情報に従うこと。 

（2） 本大会の成績を、国際大会へ派遣する候補選手の選考会資料とする。 

（3） 出場承認者は参加料を納入すること。参加料については、いかなる事由でも返金しない。 

（4） 宿泊については、別途宿泊案内による。 

（5） 競技中における選手の傷病事故については、主催者側での応急の処置はするが、その後

の責任者は、主催・主管とも追わないものとする。 

（6） プログラムに掲載する個人情報は、氏名・所属名・都道府県名・生年とする。 

（7） 中学生の参加同意書(本協会ホームページで案内)は申込と同時に日本協会へ提出する

こと。 

（8） 新型コロナウイルスの感染状況により、本要項を変更する場合もあるので、最新の情報

を日本協会ホームページで確認すること。(本要項は、Ver.1) 

 

 

【感染症対策のための主な特別ルール 】 

・選手紹介は行わない 

・炭酸マグネシウムは演技台上に置かず、個人別に配布されたものを使用する。 

・セコンドについては、1選手 2名とする。2名の選手の場合 3名とし 1選手増える毎に 1名増とする。 

・大きな声での指示・声援は行わない。 

・3密を避け、ソーシャルディスタンスを保つ。 

・競技中の選手を除き、マスク(フェイスシールド等の飛沫感染対策品)を着用する。 

 ※特別ルールについては再度周知いたします。 


